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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理するための方法であって、
　前記ワイヤレス通信デバイス上でウェイクロックが保持されるアプリケーションのアク
ティビティを監視するステップと、
　前記アプリケーションの前記アクティビティに関する複数の基準を識別するステップと
、
　アクティビティスコアを取得するために、前記識別された複数の基準を統合するステッ
プと、
　前記アクティビティスコアに少なくとも部分的に基づいて、前記ウェイクロックを解放
するかどうかを決定するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも1つの基準を前記識別するステップは、
　前記アプリケーションに関連する各プロセスに関する少なくとも1つの基準を識別する
ステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも1つの基準を前記識別するステップは、
　前記アプリケーションに関連する各サービスに関する少なくとも1つの基準を識別する



(2) JP 6416273 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

ステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記アプリケーションの前記アクティビティに関する前記少なくとも1つの基準を前記
識別するステップは、
プロセッサ使用率/負荷、プロセスランタイム、サービスランタイム、プロセスの数、サ
ービスの数、前記アプリケーションに関連するサービスによって保持されるカーネル空間
ウェイクロックのインスタンス、スクリーン状態、ディスクアクティビティ、ネットワー
クアクティビティ、メモリ使用率/アクティビティ、およびセンサー使用率からなる群か
ら選択される少なくとも1つを使用するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクティビティスコアを取得するために、前記複数の基準を前記統合するステップ
は、
　前記識別された複数の基準を重み付けされた線形結合の形で統合するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記アプリケーションに少なくとも部分的に基づいて、監視間隔、しきい値を下回る前
記アクティビティスコアを有する監視間隔数、前記しきい値、またはそれらの組合せを識
別するステップ
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記取得されたアクティビティスコアをしきい値と比較するステップであって、前記ウ
ェイクロックを解放するかどうかを前記決定するステップは、前記比較の結果に少なくと
も部分的に基づく、比較するステップ
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記アプリケーションに少なくとも部分的に基づいて、前記しきい値を識別するステッ
プ
　をさらに含む、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記しきい値を下回る前記アクティビティスコアを有する監視間隔数を識別するステッ
プ
　をさらに含む、請求項7に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アクティビティスコアが前記識別された監視間隔数にわたって前記しきい値を下回
るとき、前記ウェイクロックを解放するステップ
　をさらに含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記監視間隔数を前記識別するステップは前記アプリケーションに少なくとも部分的に
基づく、請求項9に記載の方法。
【請求項１２】
　ウェイクロックを管理するための装置であって、
　ワイヤレス通信デバイス上でウェイクロックが保持されるアプリケーションのアクティ
ビティを監視するための手段と、
　前記アプリケーションの前記アクティビティに関する複数の基準を識別するための手段
と、
　アクティビティスコアを取得するために、前記識別された複数の基準を統合するための
手段と、
　前記アクティビティスコアに少なくとも部分的に基づいて、前記ウェイクロックを解放
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するかどうかを決定するための手段と
を含む、装置。
【請求項１３】
　前記アプリケーションの前記アクティビティに関する前記少なくとも1つの基準を前記
識別するための手段は、プロセッサ使用率/負荷、プロセスランタイム、サービスランタ
イム、プロセスの数、サービスの数、前記アプリケーションに関連するサービスによって
保持されるカーネル空間ウェイクロックのインスタンス、スクリーン状態、ディスクアク
ティビティ、ネットワークアクティビティ、メモリ使用率/アクティビティ、およびセン
サー使用率からなる群から選択される少なくとも1つを使用する、請求項12に記載の装置
。
【請求項１４】
　前記アクティビティスコアを取得するために、前記複数の基準を前記統合するための手
段は、
　前記識別された複数の基準を重み付けされた線形結合の形で統合するための手段
を含む、請求項12に記載の装置。
【請求項１５】
　前記取得されたアクティビティスコアをしきい値と比較するための手段であって、前記
ウェイクロックを解放するかどうかを前記決定するための手段は、前記決定のために前記
比較の結果を使用するように構成される、比較するための手段
　をさらに含む、請求項12に記載の装置。
【請求項１６】
　前記アプリケーションに少なくとも部分的に基づいて、監視間隔、前記しきい値を下回
る前記アクティビティスコアを有する監視間隔数、前記しきい値、またはそれらの組合せ
を識別するための手段
　をさらに含む、請求項15に記載の装置。
【請求項１７】
　前記しきい値を下回る前記アクティビティスコアを有する監視間隔数を識別するための
手段と、
　前記アクティビティスコアが前記識別された監視間隔数にわたって前記しきい値を下回
るとき、前記ウェイクロックを解放するための手段と
　をさらに含む、請求項15に記載の装置。
【請求項１８】
　ウェイクロックを管理するためのデバイスであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　ワイヤレス通信デバイス上でウェイクロックが保持されるアプリケーションのアクティ
ビティを監視し、
　前記アプリケーションの前記アクティビティに関する複数の基準を識別し、
　アクティビティスコアを取得するために、前記識別された複数の基準を統合し、
　前記アクティビティスコアに少なくとも部分的に基づいて、前記ウェイクロックを解放
するかどうかを決定する
ために前記プロセッサによって実行可能である、デバイス。
【請求項１９】
　前記アプリケーションの前記アクティビティに関する前記少なくとも1つの基準を識別
するために前記プロセッサによって実行可能な前記命令は、プロセッサ使用率/負荷、プ
ロセスランタイム、サービスランタイム、プロセスの数、サービスの数、前記アプリケー
ションに関連するサービスによって保持されるカーネル空間ウェイクロックのインスタン
ス、スクリーン状態、ディスクアクティビティ、ネットワークアクティビティ、メモリ使
用率/アクティビティ、およびセンサー使用率からなる群から選択される少なくとも1つを
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使用する、請求項18に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記アクティビティスコアを取得するために前記識別された複数の基準を統合するため
に前記プロセッサによって実行可能な前記命令は、
　前記識別された複数の基準を重み付けされた線形結合の形で統合する
ために前記プロセッサによって実行可能である、請求項18に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記命令は、
　前記取得されたアクティビティスコアをしきい値と比較することであって、前記ウェイ
クロックを解放するかどうかを前記決定することは、前記決定のために前記比較の結果を
使用するように構成される、比較すること
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、請求項18に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記命令は、
　前記アプリケーションに少なくとも部分的に基づいて、監視間隔、前記しきい値を下回
る前記アクティビティスコアを有する監視間隔数、前記しきい値、またはそれらの組合せ
を識別する
ために前記プロセッサによって実行可能である、請求項21に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記命令は、
　前記しきい値を下回る前記アクティビティスコアを有する監視間隔数を識別し、
　前記アクティビティスコアが前記識別された監視間隔数にわたって前記しきい値を下回
るとき、前記ウェイクロックを解放する
ために前記プロセッサによって実行可能である、請求項21に記載のデバイス。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信デバイス上でウェイクロックが保持されるアプリケーションのアクティ
ビティを監視し、
　前記アプリケーションの前記アクティビティに関する複数の基準を識別し、
　アクティビティスコアを取得するために、前記識別された複数の基準を統合し、
　前記アクティビティスコアに少なくとも部分的に基づいて、前記ウェイクロックを解放
するかどうかを決定する
ためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、2014年2月20日に出願し、その譲受人に譲渡された、「Wake Lock Manag
ement Through Application Monitoring」という名称の、Emamiらによる米国特許出願第1
4/185,852号の優先権を主張するものである。
【０００２】
　以下は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、その上で実行しているアプリ
ケーション用のウェイクロックを用いるワイヤレス通信デバイスに関する。音声、ビデオ
、パケットデータ、メッセージング、ブロードキャストなどの、様々なタイプの通信コン
テンツを提供するために、ワイヤレス通信システムが広く配備されている。これらのシス
テムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電力)を共有する
ことによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムであり
得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割多
元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、および直交周波数分割多元
接続(OFDMA)システムを含む。
【背景技術】
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【０００３】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数のモバイルデバイスのための
通信を同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。基地局は、ダウンストリーム
リンクおよびアップストリームリンク上でモバイルデバイスと通信することができる。一
般に、モバイルデバイスによる電力消費を低減または最小限に抑えることが望ましいが、
これは、そのようなデバイスは、一般に、充電式バッテリーによって、限られた電力可用
性が提供されるためである。したがって、デバイスがアクティブでないとき、たとえば、
基地局と通信しているとき、モバイルデバイスにより低電力状態(たとえば、スリープモ
ードまたはスリープ状態)に入らせることが知られている。
【０００４】
　しかしながら、オペレーションシステムアプリケーションプログラムインターフェース
(API)の重要な部分はウェイクロックである。ウェイクロックは、アプリケーション開発
者がそのアプリケーションはデバイスをオン状態に維持する(たとえば、たとえば、スリ
ープモードに入らないことによって、より高い電力状態に留まる)必要があることを表示
するための機構を提供する。ウェイクロックは、デバイスの中央処理装置(CPU)、スクリ
ーン、および/またはキーボードの振舞いに影響を及ぼす様々な状態を備えて構成され得
る。ここで言及するウェイクロックは、オペレーティングシステムAPIを介して制御され
るユーザ空間ウェイクロックである。カーネル空間ウェイクロックは、異なって分類され
、CPUがアイドルまたは中断する能力を制限する。
【０００５】
　しかしながら、ウェイクロックはモバイルデバイスのバッテリー寿命に影響を及ぼし得
る。たとえば、ユーザがデバイスに関するウェイクロックを作成する許可をアプリケーシ
ョンに付与すると、アプリケーションは、CPUが中断(すなわち、スリープ)状態に入るの
を防ぐことができ、ユーザがCPUを中断することを望むというユーザの表示を無効にこと
すらできるウェイクロックを作成することができる。不適切なウェイクロック管理は2つ
の形をとり得る。すなわち、(1)ウェイクロックを不必要に作成すること、および(2)ウェ
イクロックを必要以上に長く維持すること、である。
【０００６】
　不適切なウェイクロック管理の第2の形は、極端な場合、アプリケーションがウェイク
ロックをまったく解放せず、したがって、デバイスのオペレーティングシステムがそのア
プリケーションを停止するまで、ウェイクロックを保持することに及ぶ。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　説明する特徴は、一般に、ワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理するため
の1つもしくは複数の改善されたシステム、方法、および/または装置に関する。説明する
特徴は、ワイヤレス通信デバイスが、ウェイクロックが保持されるアプリケーションのア
クティビティを監視することを可能にし得る。本デバイスは、アプリケーションのアクテ
ィビティまたは非アクティビティに少なくとも部分的に基づいて、ウェイクロックを管理
することができる。たとえば、アプリケーションが非アクティブであるとき、またはある
時間量にわたって特定のしきい値を下回るアクティビティを有するとき、デバイスはウェ
イクロックを解放することを決定し得る。
【０００８】
　ワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理するための方法について説明する。
一構成では、本方法は、ワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックが保持されるアプリ
ケーションのアクティビティを監視するステップを必要とし得る。ウェイクロックを解放
するかどうかは、アプリケーションの監視されたアクティビティに少なくとも部分的に基
づいて決定され得る。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、ウェイクロックを解放するかどうかの決定は、アプリケーシ
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ョンのアクティビティに関する少なくとも1つの基準を識別するステップを必要とし得る
。そのような実施形態では、少なくとも1つの基準を識別するステップは、アプリケーシ
ョンに関連する各プロセスに関する少なくとも1つの基準を識別するステップを必要とし
得る。代替または追加として、少なくとも1つの基準を識別するステップは、アプリケー
ションに関連する各サービスに関する少なくとも1つの基準を識別するステップを必要と
し得る。さらに、代替または追加として、アプリケーションのアクティビティに関する少
なくとも1つの基準を識別するステップは、プロセッサ使用率/負荷、プロセスランタイム
、サービスランタイム、プロセスの数、サービスの数、アプリケーションに関連するサー
ビスによって保持されるカーネル空間ウェイクロックのインスタンス、スクリーン状態、
ディスクアクティビティ、ネットワークアクティビティ、メモリ使用率/アクティビティ
、およびセンサー使用率からなる群から選択される、以下のうちの1つまたはそれらの2つ
以上の組合せを使用するステップを必要とし得る。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、アプリケーションのアクティビティに関する少なくとも1つ
の基準を識別するステップは、アプリケーションのアクティビティに関する複数の基準を
識別するステップを必要とし得る。識別された複数の基準は、アクティビティスコアを取
得するために統合され得る。そのような実施形態では、アクティビティスコアを取得する
ための複数の基準の統合は、識別された複数の基準を重み付けされた線形結合の形で統合
するステップを必要とし得る。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、本方法は、アプリケーションに少なくとも部分的に基づいて
、監視間隔、しきい値を下回るアクティビティスコアを有する監視間隔数、しきい値、ま
たはそれらの組合せを識別するステップを必要とし得る。いくつかの実施形態では、本方
法は、取得されたアクティビティスコアをしきい値と比較するステップを必要とし得る。
そのような実施形態では、ウェイクロックを解放するかどうかの決定は、比較の結果に少
なくとも部分的に基づき得る。いくつかの実施形態では、本方法はまた、アプリケーショ
ンに少なくとも部分的に基づいて、しきい値を識別するステップを必要とし得る。
【００１２】
　代替または追加として、本方法は、しきい値を下回るアクティビティスコアを有する監
視間隔数を識別するステップを必要とし得る。そのような実施形態では、本方法は、アク
ティビティスコアが識別された監視間隔数にわたってしきい値を下回るとき、ウェイクロ
ックを解放するステップを必要とし得る。いくつかの実施形態では、監視間隔数を識別す
るステップはアプリケーションに少なくとも部分的に基づき得る。
【００１３】
　ウェイクロックを管理するための装置について説明する。一構成では、本装置は、ワイ
ヤレス通信デバイス内でウェイクロックが保持されるアプリケーションのアクティビティ
を監視するための手段を必要とし得る。本装置はまた、アプリケーションの監視されたア
クティビティに少なくとも部分的に基づいて、ウェイクロックを解放するかどうかを決定
するための手段を含み得る。様々な実施形態では、本装置は、上で説明した、ならびに/
あるいは本明細書で説明する方法の機能および/または動作のうちのいくつかもしくはす
べてを実行するための手段を含み得る。
【００１４】
　ウェイクロックを管理するためのデバイスについて説明する。一構成では、デバイスは
、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含み得る。メモリは、ワイヤ
レス通信デバイス上でウェイクロックが保持されるアプリケーションのアクティビティを
監視し、アプリケーションの監視されたアクティビティに少なくとも部分的に基づいて、
ウェイクロックを解放するかどうかを決定するために少なくとも1つのプロセッサによっ
て実行可能であり得る命令を実施することができる。様々な実施形態では、デバイスは、
上で説明した、ならびに/あるいは本明細書で説明する本方法の機能および/または動作の
うちのいくつかもしくはすべてを実行するためにプロセッサによって実行可能な命令を含
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み得る。
【００１５】
　コンピュータプログラム製品についても説明する。コンピュータプログラム製品は、ワ
イヤレス通信デバイス上でウェイクロックが保持されるアプリケーションのアクティビテ
ィを監視し、アプリケーションの監視されたアクティビティに少なくとも部分的に基づい
て、ウェイクロックを解放するかどうかを決定するためにプロセッサによって実行可能な
命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体であり得る。様々な実施形態では、コンピ
ュータプログラム製品は、上で説明した、ならびに/あるいは本明細書で説明する本方法
の機能および/または動作のうちのいくつかもしくはすべてを実行するためにプロセッサ
によって実行可能な命令を含み得る。
【００１６】
　説明する方法および装置の適用可能性のさらなる範囲は、以下の発明を実施するための
形態、特許請求の範囲、および図面から明らかとなろう。説明の趣旨および範囲内の様々
な変更および修正が当業者に明らかとなるので、発明を実施するための形態および具体的
な例は、例示として与えられるものにすぎない。
【００１７】
　本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面の参照によって実現され得る。
添付図面では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有することがある。さら
に、同じタイプの様々な構成要素は、同様の構成要素間を区別するダッシュおよび第2の
ラベルを参照ラベルに続けることによって区別され得る。第1の参照ラベルのみが明細書
で使用される場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわりなく、同じ第1の参照ラベルを有
する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】ワイヤレス通信システムのブロック図である。
【図２Ａ】ウェイクロックを管理するためのワイヤレス通信デバイスの一例のブロック図
である。
【図２Ｂ】ウェイクロックを管理するためのワイヤレス通信デバイスの別の例のブロック
図である。
【図２Ｃ】ウェイクロックを管理するためのワイヤレス通信デバイスの別の例のブロック
図である。
【図２Ｄ】ウェイクロックを管理するためのワイヤレス通信デバイスの別の例のブロック
図である。
【図３】ウェイクロックを管理するためのワイヤレス通信デバイスの別の例のブロック図
である。
【図４】ワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理するための方法の一例のフロ
ーチャートである。
【図５】ワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理するための方法の別の例のフ
ローチャートである。
【図６】ワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理するための方法の別の例のフ
ローチャートである。
【図７】ワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理するための方法の別の例のフ
ローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　提案される発明は、ウェイクロックを管理し、適切と見なされたとき、アプリケーショ
ンに関するウェイクロックを解放するウェイクロックマネージャを実装するステップを必
要とする。解放するためのウェイクロックを識別するための一般的な手法は、各ウェイク
ロックに関して、ウェイクロックが保持されている間、ウェイクロックを保持しているア
プリケーションに関するアクティビティを周期的に測定、またはさもなければ決定するス
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テップを必要とする。アプリケーションアクティビティを測定するために使用され得る基
準の例には、プロセッサ(たとえば、中央処理装置(CPU)、グラフィックス処理ユニット(G
PU)、デジタル信号プロセッサ(DSP)など)使用率/負荷(たとえば、使用されるクロックサ
イクル)、プロセスランタイム、サービスランタイム、プロセスの数、サービスの数、ア
プリケーションに関連するサービスによって保持されるカーネル空間ウェイクロックのイ
ンスタンス、スクリーン状態(たとえば、前景内のアプリケーション)、ディスクアクティ
ビティ、ネットワークアクティビティ、センサー使用率、メモリ使用率/アクティビティ
などがある。
【００２０】
　そのような基準は、アプリケーションに関連するプロセスおよび/もしくはサービスの
各々に関して識別、決定、ならびに/または測定され得る。これらの基準を、たとえば、
アプリケーションアクティビティスコアに達するように、重み付けされた線形結合の形で
統合することができる。アプリケーションアクティビティスコアが所与のしきい値、たと
えば、設定された測定サイクル数を下回る場合、ウェイクロックが解放され得る。測定間
隔、アプリケーションアクティビティしきい値、および/または、対応するウェイクロッ
クが解放される前にアプリケーションアクティビティスコアがしきい値を下回らなければ
ならない測定間隔数に関して使用される値は、アプリケーションごとベースで(たとえば
、特定のアプリケーションに少なくとも部分的に基づいて)識別、またはさもなければ決
定され得る。ウェイクロックを要求するアプリケーションに基づいて、そのような値を設
定するために、発見的アルゴリズムを使用することができ、たとえば、音楽再生アプリケ
ーションは、銀行取引アプリケーションのウェイクロック監視パラメータと比べて異なる
ウェイクロック監視パラメータを有し得る。このようにして、延長されたウェイクロック
を必要とすることが予想されないアプリケーションは、ウェイクロックをより早く解放す
ることになる、比較的より積極的なパラメータを有することができ、両方の形の不適切な
ウェイクロック管理を軽減することに役立つ。不適切に保持されたウェイクロックを解放
することは、かなりの電力節約につながる可能性がある。
【００２１】
　ユーザ空間ウェイクロックは、現在、Android(登録商標)オペレーティングシステムに
おいてだけ存在するが、本発明の態様は、ユーザ空間アプリケーションがシステム電力状
態を制御することを可能にするいずれのオペレーティングシステムにも適用可能であろう
。
【００２２】
　以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載した範囲、適用可能性、
または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく、論
じる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、様々な手順ま
たは構成要素を、適宜に省略、置換、または追加することができる。たとえば、説明する
方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップを追加、省略、また
は組み合わせることができる。また、いくつかの実施形態に関して説明する特徴は、他の
実施形態において組み合わせられ得る。以下の説明は、DTXおよび間欠送信という用語を
交換可能に使用する。
【００２３】
　最初に図1を参照すると、本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システム100の一例
のブロック図を示す。ワイヤレス通信システム100は、複数のアクセスポイント(たとえば
、基地局、eNB、WLANアクセスポイント)105と、いくつかのワイヤレス通信デイバスまた
はユーザ機器(UE)115と、コアネットワーク130とを含む。アクセスポイント105のうちの
いくつかは、基地局コントローラ(図示せず)の制御によりUE115と通信することができ、
基地局コントローラは、様々な実施形態では、コアネットワーク130の一部であり得、ま
たはある種のアクセスポイント105(たとえば、基地局もしくはeNB)であり得る。アクセス
ポイント105のうちのいくつかは、バックホール132を介してコアネットワーク130と制御
情報および/またはユーザデータを通信することができる。いくつかの例では、アクセス
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ポイント105のうちのいくつかは、バックホールリンク134を介して互いに、直接または間
接的に通信することができ、バックホールリンク134は、ワイヤード通信リンクまたはワ
イヤレス通信リンクであり得る。ワイヤレス通信システム100は、複数のキャリア(異なる
周波数の波形信号)上での動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャ
リア上で同時に変調信号を送信することができる。たとえば、各通信リンク125は、様々
な無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各変調信号は、異なるキ
ャリア上で送信され得、制御情報(たとえば、基準信号、制御チャネルなど)、オーバヘッ
ド情報、データなどを搬送することができる。
【００２４】
　アクセスポイント105は、1つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介して、UE115
とワイヤレス通信することができる。アクセスポイント105の各々は、それぞれのカバレ
ージエリア110のための通信カバレージを提供し得る。いくつかの実施形態では、アクセ
スポイント105は、基地局、基地トランシーバ局(BTS:base transceiver station)、無線
基地局、無線トランシーバ、基本サービスセット(BSS:basic service set)、拡張サービ
スセット(ESS:extended service set)、NodeB、進化型NodeB(eNB)、ホームNodeB、ホーム
eNodeB、WLANアクセスポイント、Wi-Fiノード、または何らかの他の適切な用語で呼ばれ
得る。アクセスポイント用のカバレッジエリア110は、カバレッジエリアの一部分のみを
構成するセクタ(図示されず)に分割され得る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタ
イプのアクセスポイント(たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および/またはピコ
基地局)105を含み得る。アクセスポイント105はまた、セルラー無線アクセス技術および/
またはWLAN無線アクセス技術などの異なる無線技術を利用することができる。アクセスポ
イント105は、同じもしくは異なるアクセスネットワークまたはオペレータの配備に関連
付けられ得る。同じもしくは異なるタイプのアクセスポイント105のカバレージエリアを
含む、同じもしくは異なる無線技術を利用する、および/または同じもしくは異なるアク
セスネットワークに属する異なるアクセスポイント105のカバレージエリアは、重複し得
る。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信システム100は、LTE/LTE-A通信システム(ま
たは、ネットワーク)を含み得、LTE/LTE-A通信システムは、1つもしくは複数のLTE-U動作
モードまたは展開シナリオをサポートし得る。他の実施形態では、ワイヤレス通信システ
ム100は、無認可スペクトルおよびLTE-Uとは異なるアクセス技術、または認可スペクトル
およびLTE/LTE-Aとは異なるアクセス技術を使用してワイヤレス通信をサポートすること
ができる。LTE/LTE-A通信システムでは、発展型NodeB、すなわち、eNBという用語は、一
般に、アクセスポイント105を記述するために使用され得る。ワイヤレス通信システム100
は、異なるタイプのeNBがその中で様々な地理的領域に対するカバレッジを提供する異種L
TE/LTE-A/LTE-E-Uネットワークであり得る。たとえば、各eNB105は、マクロセル、ピコセ
ル、フェムトセル、および/または他のタイプのセルに通信カバレージを提供し得る。ピ
コセル、フェムトセル、および/または他のタイプのセルのような小さなセルは、低電力
ノードすなわちLPNを含み得る。マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア(たと
えば、半径数キロメートル)をカバーし、ネットワークプロバイダとのサービスに加入し
ているUEによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、一般に、比較的小さい地理
的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバイダとのサービスに加入している
UEによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルも、一般に、比較的小さい地理的
エリア(たとえば、自宅)をカバーすることになり、無制限アクセスに加えて、フェムトセ
ルとの関連付けを有するUE(たとえば、限定加入者グループ(CSG)中のUE、自宅の中のユー
ザのUEなど)による制限されたアクセスも実現することができる。マクロセルのためのeNB
は、マクロeNBと呼ばれ得る。ピコセルのためのeNBは、ピコeNBと呼ばれ得る。また、フ
ェムトセルのためのeNBは、フェムトeNBまたはホームeNBと呼ばれ得る。eNBは、1つまた
は複数(たとえば、2つ、3つ、4つなど)のセルをサポートし得る。
【００２６】
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　コアネットワーク130は、バックホール132(たとえば、S1アプリケーションプロトコル
など)を介してeNB105と通信することができる。eNB105はまた、たとえば、バックホール
リンク134(たとえば、X2アプリケーションプロトコルなど)を介しておよび/またはバック
ホール132を介して(たとえば、コアネットワーク130を通して)、直接的または間接的に、
互いに通信することができる。ワイヤレス通信システム100は同期動作または非同期動作
をサポートし得る。同期動作では、eNBは類似するフレームタイミングおよび/またはゲー
ティングタイミングを有することがあり、異なるeNBからの送信は、時間的にほぼ揃えら
れ得る。非同期動作では、eNBは異なるフレームタイミングおよび/またはゲーティングタ
イミングを有することがあり、異なるeNBからの送信は、時間的に揃えられないことがあ
る。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに使用され得る。
【００２７】
　UE115は、ワイヤレス通信システム100全体にわたって分散され得、各UE115は固定また
は移動であり得る。UE115はまた、当業者によって、モバイルデバイス、移動局、加入者
局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、ワイ
ヤレス通信デバイス、リモートデバイス、移動加入者局、アクセス端末、モバイル端末、
ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライア
ント、クライアント、または何らかの他の適切な用語で呼ばれ得る。UE115は、セルラー
電話、携帯情報端末(PDA)、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルド
デバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、腕時
計または眼鏡などの着用可能なアイテム、ワイヤレスローカルループ(WLL:wireless loca
l loop)局などであり得る。UE115は、マクロeNB、ピコeNB、フェムトeNB、リレーなどと
通信することが可能であり得る。UE115はまた、セルラーアクセスネットワークもしくは
他のWWANアクセスネットワーク、またはWLANアクセスネットワークなどの、異なるアクセ
スネットワークを介して通信することが可能であり得る。
【００２８】
　ワイヤレス通信システム100内に示す通信リンク125は、(たとえば、UE115からeNB105へ
の)アップリンク(UL)送信を搬送するためのアップリンク、および/または(たとえば、eNB
105からUE115への)ダウンリンク(DL)送信を搬送するためのダウンリンクチャネルを含み
得る。UL送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもあり、一方、DL送信は順方向リンク送
信と呼ばれることもある。
【００２９】
　UE115のうちの1つまたは複数は、その上で実行しているアプリケーションに関するウェ
イクロックを実装するように構成され得る。したがって、そのようなUE115が基地局105の
うちの1つまたは複数とアクティブに通信していないときですら、UE115上でアプリケーシ
ョンに関するウェイクロックが保持されることによって、UE115がより低電力状態(たとえ
ば、アイドル、中断、またはスリープのモードまたは状態)に入るのを防止することがで
きる。したがって、たとえば、電力を節約するために、UE115に関するウェイクロックを
管理することが望ましい場合がある。
【００３０】
　図2Aは、本開示の様々な態様による、ウェイクロックを管理するように構成されたワイ
ヤレス通信デバイス115-aのブロック図200-aを示す。いくつかの例では、ワイヤレス通信
デバイス115-aは、図1を参照して説明したワイヤレス通信デバイス115の1つまたは複数の
態様の一例であり得る。ワイヤレス通信デバイス115-aはプロセッサでもあり得る。ワイ
ヤレス通信デバイス115-aは、受信機モジュール205、送信機モジュール210、および/また
はワイヤレス通信管理モジュール215を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信
することができる。
【００３１】
　ワイヤレス通信デバイス115-aの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能
のうちのいくつかまたは全部をハードウェアで実行するように適合された1つもしくは複
数の特定用途向け集積回路(ASIC)を使用して実装され得る。代替として、機能は、1つも
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しくは複数の集積回路上の1つもしくは複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実
行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ
得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、および他のセミカスタムIC)が使用され得る。
各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、1つもしくは複数の汎用プロセッサま
たは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内で
具体化された命令を用いて実装され得る。
【００３２】
　いくつかの実装形態では、受信機モジュール205は、セルラー受信機および/またはワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)受信機などのワイヤレス受信機であってよく、
またはそのようなワイヤレス受信機を含み得る。受信機モジュール205は、2つ以上のワイ
ヤレス受信機を含んでもよい。受信機モジュール205は、図1を参照して説明したワイヤレ
ス通信システム100の1つもしくは複数の通信リンク125などの、1つもしくは複数のワイヤ
レス通信システムの1つもしくは複数の通信リンク(たとえば、チャネル)を介して、様々
なタイプのデータおよび/または制御信号(すなわち、送信)を受信するために使用され得
る。
【００３３】
　いくつかの実装形態では、送信機モジュール210は、セルラー送信機および/またはWLAN
送信機などのワイヤレス送信機であってよく、またはそのようなワイヤレス送信機を含み
得る。送信機モジュール210は、2つ以上のワイヤレス送信機を含んでもよい。送信機モジ
ュール210は、図1を参照して説明したワイヤレス通信システム100の1つもしくは複数の通
信リンク125などの、1つもしくは複数のワイヤレス通信システムの1つもしくは複数の通
信リンク(たとえば、チャネル)を介して、様々なタイプのデータおよび/または制御信号(
すなわち、送信)を送信するために使用され得る。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信管理モジュール215は、ワイヤレス通信デバ
イス115-aのワイヤレス通信を管理するために使用され得る。場合によっては、ワイヤレ
ス通信の管理は、本明細書で説明する、ワイヤレス通信デバイス115-a上のアプリケーシ
ョンに関するウェイクロックの管理を含み得る。
【００３５】
　図2Bは、本開示の様々な態様による、ウェイクロックを管理するように構成されたワイ
ヤレス通信デバイス115-bのブロック図200-bを示す。いくつかの例では、ワイヤレス通信
デバイス115-bは、図1および/または図2Aを参照して説明したワイヤレス通信デバイス115
の1つまたは複数の態様の一例であり得る。ワイヤレス通信デバイス115-bはプロセッサで
もあり得る。ワイヤレス通信デバイス115-bは、受信機モジュール205、ワイヤレス通信管
理モジュール215-a、および/または送信機モジュール210を含み得る。これらの構成要素
の各々は互いに通信することができる。
【００３６】
　ワイヤレス通信デバイス115-bの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能
のうちのいくつかまたは全部をハードウェアで実行するように適合された1つもしくは複
数のASICを使用して実装され得る。代替として、機能は、1つもしくは複数の集積回路上
の1つもしくは複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の実施形
態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回
路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、FPGA、および他のセミカスタム
IC)が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、1つもしくは複数
の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマット
された、メモリ内で具体化された命令を用いて実装され得る。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、受信機モジュール205および送信機モジュール210は、図2Aを
参照して説明した受信機モジュール205および送信機モジュール210と同様に構成され得る
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【００３８】
　いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信管理モジュール215aは、図2Aを参照して説明
したワイヤレス通信管理モジュール215の一例であり得、ウェイクロック管理モジュール2
20を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信することができる。
【００３９】
　ウェイクロック管理モジュール220は、本明細書で説明するウェイクロック管理のため
の様々な動作を実行するために使用され得る。ウェイクロック管理モジュール220は、適
宜にまたは必要に応じて、ワイヤレス通信管理モジュール215の他の構成要素と協働して
、または連携して、そのような動作を実行することができる。いくつかの実施形態では、
ウェイクロック管理モジュール220は、1つのアプリケーション(または、複数のアプリケ
ーション)のアクティビティを監視し、監視されたアクティビティを使用して、そのアプ
リケーションに関して保持されたウェイクロック(または、各アプリケーションに関する
それぞれのウェイクロック)を解放するかどうかを決定するように構成され得る。
【００４０】
　たとえば、アプリケーションに関してウェイクロックがデバイス上で保持されていると
き、ウェイクロック管理モジュール220は、そのアプリケーションのアクティビティを監
視することができる。ウェイクロック管理モジュール220は、そのアプリケーションのア
クティビティが、1つまたは複数の監視間隔にわたってなど、ある時間量にわたって特定
のしきい値を下回るかどうかを決定することができる。アプリケーションのアクティビテ
ィがある時間量にわたって(たとえば、所望の監視間隔数にわたって)特定のしきい値を下
回る場合、ウェイクロック管理モジュール220は、そのアプリケーションに関連するウェ
イクロックが解放されるべきかどうかを決定することができる。ウェイクロック管理モジ
ュール220は、その場合、ウェイクロック自体を解放することができるか、またはウェイ
クロックが解放されることを命令/要求することができる。
【００４１】
　図2Cは、本開示の様々な態様による、ウェイクロックを管理するように構成されたワイ
ヤレス通信デバイス115-cのブロック図200-cを示す。いくつかの例では、ワイヤレス通信
デバイス115-cは、図1、図2A、および/または図2Bを参照して説明したワイヤレス通信デ
バイス115の1つまたは複数の態様の一例であり得る。ワイヤレス通信デバイス115-cはプ
ロセッサでもあり得る。デバイス115-cは、受信機モジュール205、ワイヤレス通信管理モ
ジュール215-b、および/または送信機モジュール210を含み得る。これらの構成要素の各
々は互いに通信することができる。
【００４２】
　ワイヤレス通信デバイス115-cの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能
のうちのいくつかまたは全部をハードウェアで実行するように適合された1つもしくは複
数のASICを使用して実装され得る。代替として、機能は、1つもしくは複数の集積回路上
の1つもしくは複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の実施形
態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回
路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、FPGA、および他のセミカスタム
IC)が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、1つもしくは複数
の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマット
された、メモリ内で具体化された命令を用いて実装され得る。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、受信機モジュール205および送信機モジュール210は、図2Aを
参照して説明した受信機モジュール205および送信機モジュール210と同様に構成され得る
。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信管理モジュール215-bは、図2Aおよび/または
図2Bを参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215の一例であり得、ウェイクロ
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ック管理モジュール220、カウンターモジュール225、および/または監視モジュール230を
含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信することができる。
【００４５】
　ウェイクロック管理モジュール220は、図2Bを参照して説明したウェイクロック管理モ
ジュール220の一例であり得、デバイス115-c上のアプリケーションに関する1つまたは複
数のウェイクロックを管理するために使用され得る。したがって、ウェイクロック管理モ
ジュール220は、本明細書で説明するウェイクロック管理のための様々な動作を実行する
ために使用され得る。ウェイクロック管理モジュール220は、適宜にまたは必要に応じて
、ワイヤレス通信管理モジュール215-bの他の構成要素と協働して、または連携して、そ
のような動作を実行することができる。いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信管理モ
ジュール215-bは、カウンターモジュール225および/または監視モジュール230を含み得る
。
【００４６】
　監視モジュール230は、1つのウェイクロック(または、複数のウェイクロック)が保持さ
れるアプリケーション(または、複数のアプリケーション)のアクティビティを監視するよ
うに構成され得る。監視モジュール230は、ウェイクロック管理モジュール220が、監視さ
れたアクティビティを使用してそのアプリケーションに関して保持されたウェイクロック
を解放するかどうかを決定することができるように、アプリケーションのアクティビティ
に関する情報をウェイクロック管理モジュール220に提供することができる。
【００４７】
　カウンターモジュール225は、アプリケーションのアクティビティが特定のしきい値を
下回る監視間隔数を追跡するように構成され得る。たとえば、ウェイクロック管理モジュ
ール220は、アプリケーションのアクティビティが特定の監視間隔に関するしきい値を下
回ると決定することができ、カウンターは増分され得る。増分された後のカウンターの値
が所望の監視間隔数に等しい場合、ウェイクロック管理モジュール220は、そのアプリケ
ーションに関するウェイクロックを解放すべきであると決定することができる。したがっ
て、所望の監視間隔数が1よりも大きいとき、その所望の数は、アプリケーションのアク
ティビティが、ウェイクロック管理モジュール220がそのアプリケーションに関するウェ
イクロックを解放すべきであると決定するしきい値を下回る連続監視間隔数を示し得る。
【００４８】
　図2Dは、本開示の様々な態様による、ウェイクロックを管理するように構成されたワイ
ヤレス通信デバイス115-dのブロック図200-dを示す。いくつかの例では、ワイヤレス通信
デバイス115-dは、図1、図2A、図2B、および/または図2Cを参照して説明したワイヤレス
通信デバイス115の1つもしくは複数の態様の一例であり得る。ワイヤレス通信デバイス11
5-dはプロセッサでもあり得る。デバイス115-dは、受信機モジュール205、ワイヤレス通
信管理モジュール215-c、および/または送信機モジュール210を含み得る。これらの構成
要素の各々は互いに通信することができる。
【００４９】
　ワイヤレス通信デバイス115-dの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能
のうちのいくつかまたは全部をハードウェアで実行するように適合された1つもしくは複
数のASICを使用して実装され得る。代替として、機能は、1つもしくは複数の集積回路上
の1つもしくは複数の他の処理ユニット(またはコア)によって実行され得る。他の実施形
態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回
路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、FPGA、および他のセミカスタム
IC)が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、1つもしくは複数
の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマット
された、メモリ内で具体化された命令を用いて実装され得る。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、受信機モジュール205および送信機モジュール210は、図2Aを
参照して説明した受信機モジュール205および送信機モジュール210と同様に構成され得る
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【００５１】
　いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信管理モジュール215-cは、図2Aおよび/または
図2Bを参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215の一例であり得、ウェイクロ
ック管理モジュール220-a、カウンターモジュール225-a、および/または監視モジュール2
30を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信することができる。
【００５２】
　ウェイクロック管理モジュール220-aは、図2Bおよび/または図2Cを参照して説明したウ
ェイクロック管理モジュール220の一例であり得、デバイス115-d上のアプリケーションに
関する1つまたは複数のウェイクロックを管理するために使用され得る。したがって、ウ
ェイクロック管理モジュール220-aは、本明細書で説明するウェイクロック管理のための
様々な動作を実行するために使用され得る。ウェイクロック管理モジュール220-aは、適
宜にまたは必要に応じて、ワイヤレス通信管理モジュール215-cの他の構成要素と協働し
て、または連携して、そのような動作を実行することができる。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、ウェイクロック管理モジュール220-aは、ウェイクロック決
定モジュール235、メトリックモジュール240、および/または間隔/しきい値決定モジュー
ル245を含み得る。ウェイクロック決定モジュール235は、デバイス115-d上のアプリケー
ションに関して保持されたウェイクロックを解放すべきかどうかを決定するように構成さ
れ得る。メトリックモジュール240は、アプリケーションのアクティビティに関する1つま
たは複数の基準を識別するように構成され得る。たとえば、メトリックモジュール240は
、プロセッサ使用率/負荷、プロセスランタイム、サービスランタイム、プロセスの数、
サービスの数、アプリケーションに関連するサービスによって保持されるカーネル空間ウ
ェイクロックのインスタンス、スクリーン状態、ディスクアクティビティ、ネットワーク
アクティビティ、メモリ使用率/アクティビティ、およびセンサー使用率のうちの1つまた
は複数に対応する基準を識別するように構成され得る。いくつかの実施形態では、メトリ
ックモジュール240(または、ウェイクロック管理モジュール220-a、もしくはワイヤレス
通信管理モジュール215-c)は、(たとえば、その属性、その動作/機能、そのタイプまたは
クラスなど)アプリケーションに少なくとも部分的に基づいて、その基準を識別するよう
に構成され得る。メトリックモジュール240は、そのアプリケーションに関連する各プロ
セスおよび/または各サービスに関する少なくとも1つの基準を識別するように構成され得
る。
【００５４】
　間隔/しきい値決定モジュール245は、アプリケーションの監視されたアクティビティに
関するしきい値を識別、またはさもなければ決定するように構成され得る。いくつかの実
施形態では、しきい値は、(たとえば、その属性、その動作/機能、そのタイプまたはクラ
スなど)アプリケーションに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。代替または追加
として、間隔/しきい値決定モジュール245は、アプリケーションに関する監視間隔を識別
、またはさもなければ決定するように構成され得る。いくつかの実施形態では、監視間隔
はまた、アプリケーションに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。間隔/しきい値
決定モジュール245はまた、アプリケーションのアクティビティが、ウェイクロックが解
放されるべきであることを示す特定のしきい値を下回る監視間隔数を識別、またはさもな
ければ決定するように構成され得る。監視間隔数は、アプリケーションに少なくとも部分
的に基づいて決定され得、上で論じた連続的な監視間隔数であり得る。
【００５５】
　カウンターモジュール225-aは、図2Cを参照して説明したカウンターモジュール225の一
例であり得、アプリケーションのアクティビティが特定のしきい値を下回る監視間隔数を
追跡するために使用され得る。カウンターモジュール225-aは、カウンターコントローラ2
50および/またはカウンター255を含み得る。
【００５６】
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　監視モジュール230は、図2Cを参照して説明した監視モジュール230の一例であり得、1
つのウェイクロック(または、複数のウェイクロック)が保持されるアプリケーション(ま
たは、複数のアプリケーション)のアクティビティを監視するように構成され得る。監視
モジュール230は、アプリケーションのアクティビティに関する情報をメトリックモジュ
ール240に提供することができる。メトリックモジュール240は、アプリケーションのアク
ティビティに関して提供された情報を使用して、1つまたは複数の基準を生成することが
できる。いくつかの実施形態では、メトリックモジュール240は、複数の基準を生成する
ように構成され得る。そのような場合、メトリックモジュール240は、現在の監視間隔に
わたるアプリケーションのアクティビティスコアを取得するために、複数の基準を統合す
るように構成され得る。たとえば、複数の基準を重み付けされた線形結合の形で統合する
ことができる。メトリックモジュール240は、各監視間隔に関するアクティビティスコア
を生成することができる。ウェイクロック決定モジュール235(または、ウェイクロック管
理モジュール220-a)は、アクティビティスコアをしきい値と比較し、アクティビティスコ
アが決定された監視間隔数に関するしきい値未満である場合、ウェイクロック決定モジュ
ール235は、アプリケーションに関するウェイクロックを解放すべきであると決定するこ
とができる。
【００５７】
　アクティビティスコアが決定された監視間隔数に関するしきい値未満であるかどうかを
決定するために、ウェイクロック決定モジュール235は、アクティビティスコアが現在の
監視間隔に関するしきい値に満たないたびに、カウンター255を増分するようにカウンタ
ーコントローラ250に命令することができる。アクティビティスコアが現在の監視間隔に
関するしきい値未満でない場合、ウェイクロック決定モジュール235は、カウンター255を
リセットするようにカウンターコントローラ250に命令することができる。カウンター255
の値は、カウンター値を決定された監視間隔数と比較することができるウェイクロック決
定モジュール235によって提供または取得され得る。カウンター値が決定された監視間隔
数に等しい場合、ウェイクロック管理モジュール235は、そのアプリケーションに関する
ウェイクロックを解放すべきであると決定することができる。
【００５８】
　代替で、メトリックモジュール240は基準を統合せずに、複数の基準を生成することが
可能である。そのような場合、各基準は比較されることになる、対応するしきい値を有し
得る。ウェイクロック決定モジュール235は、適切な比較を行うことができ、その比較の
結果を使用して、ウェイクロックを解放すべきかどうかを決定することができる。たとえ
ば、ウェイクロック決定モジュール235は、基準のすべて、ある数の基準、またはある割
合の基準が現在の監視間隔に関する対応するしきい値、決定された監視間隔数、または決
定された連続的な監視間隔数未満である場合、ウェイクロックを解放すべきであると決定
することができる。
【００５９】
　図3は、本開示の様々な態様による、ウェイクロックを管理するように構成されたワイ
ヤレス通信デバイス115-eのブロック図300を示す。ワイヤレス通信デバイス115-eは、様
々な構成を有し得、パーソナルコンピュータ(たとえば、ラップトップコンピュータ、ネ
ットブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど)、セルラー電話、PDA、デジタル
ビデオレコーダ(DVR:digital video recorder)、インターネットアプライアンス、ゲーム
コンソール、電子書籍リーダなどに含まれ得、またはそれらの一部であり得る。ワイヤレ
ス通信デバイス115-eは、場合によっては、モバイル動作を容易にするために、小型バッ
テリーなどの内部電源(図示せず)を有し得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信デバイ
ス115-eは、図1、図2A、図2B、図2C、および/または図2Dを参照して説明したワイヤレス
通信デバイス115のうちの1つの1つもしくは複数の態様の一例であり得る。ワイヤレス通
信デバイス115-eは、図1、図2A、図2B、図2C、および/または図2Dを参照して説明した特
徴ならびに機能のうちの少なくともいくつかを実装するように構成され得る。ワイヤレス
通信デバイス115-eは、図1を参照して説明した基地局/アクセスポイント105のうちの1つ
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または複数と通信するように構成され得る。
【００６０】
　ワイヤレス通信デバイス115-eは、(アンテナ305によって表される)少なくとも1つのア
ンテナ、(トランシーバモジュール310によって表される)少なくとも1つのトランシーバモ
ジュール、ワイヤレス通信管理モジュール315、プロセッサモジュール320、および/また
はメモリモジュール325を含み得る。ワイヤレス通信デバイス115-eはまた、ウェイクロッ
ク管理モジュール335、カウンター340、および/またはタイマー345を含み得る。これらの
コンポーネントの各々は、1つもしく複数のバス350を通じて、互いに、直接または間接的
に通信することができる。
【００６１】
　メモリモジュール325は、ランダムアクセスメモリ(RAM)および/または読出し専用メモ
リ(ROM)を含み得る。メモリモジュール325は、実行されると、プロセッサモジュール320
に、ウェイクロックを管理するための、本明細書で説明する様々な機能を実行させるよう
に構成された命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア(SW)コー
ド330を記憶することができる。代替として、ソフトウェアコード330は、プロセッサモジ
ュール320によって直接実行可能ではなくてもよいが、(たとえばコンパイルされ実行され
ると)ワイヤレス通信デバイス115-eに本明細書で説明する様々な機能を実施させるように
構成されてもよい。
【００６２】
　プロセッサモジュール320は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、CPU
、マイクロコントローラ、ASICなどを含み得る。プロセッサモジュール320は、トランシ
ーバモジュール310を介して受信された情報、および/または、アンテナ305を介して送信
するためにトランシーバモジュール310に送られるべき情報を処理することができる。プ
ロセッサモジュール320は、単独で、またはワイヤレス通信管理モジュール315、ウェイク
ロック管理モジュール335、カウンター340、および/またはタイマー345とともに、本明細
書で説明するウェイクロックを管理する様々な態様を対処することができる。
【００６３】
　トランシーバモジュール310は、パケットを変調し、送信するためのアンテナ305に変調
されたパケットを提供し、アンテナ305から受信されたパケットを復調するように構成さ
れたモデムを含み得る。トランシーバモジュール310は、場合によっては、1つまたは複数
の送信機モジュールおよび1つまたは複数の別個の受信機モジュールとして実装され得る
。トランシーバモジュール310は、1つもしくは複数のアクセスポイント105または他のデ
バイスとアンテナ305を介して双方向に通信するように構成され得る。ワイヤレス通信デ
バイス115-eは、単一のアンテナ305を含み得るが、ワイヤレス通信デバイス115-eが複数
のアンテナ305を含み得る実施形態が存在し得る。
【００６４】
　ワイヤレス通信管理モジュール315および/またはウェイクロック管理モジュール335は
、図2B、図2C、および/または図2Dを参照して説明した、ワイヤレス通信デバイス115-eに
関するウェイクロック管理に関するモジュールのうちのいくつかもしくはすべてを実行お
よび/または制御するように構成され得る。ワイヤレス通信管理モジュール315および/も
しくはウェイクロック管理モジュール335またはそれらの一部はプロセッサを含むことが
可能であり、かつ/あるいはワイヤレス通信管理モジュール315および/またはウェイクロ
ック管理モジュール335の機能のうちのいくつかもしくはすべては、プロセッサモジュー
ル320によって、かつ/またはプロセッサモジュール320とともに実行され得る。カウンタ
ー340は、ウェイクロック管理動作専用であってよく、または複数の用途のために利用可
能であり得る、ワイヤレス通信デバイス115-eのいくつかのカウンターのうちの1つであっ
てもよい。タイマー345は、所望の監視間隔を実行するために使用され得る。いくつかの
実施形態では、タイマー345は、ワイヤレス通信デバイス115-eの内部クロックによって実
装され得る。
【００６５】
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　図4は、本開示の様々な態様による、ウェイクロックを管理するための方法400の一例を
示すフローチャートである。明快のために、図1、図2A、図2B、図2C、図2D、および/また
は図3を参照して説明したワイヤレス通信デバイス115のうちの1つもしくは複数の態様を
参照して、方法400について以下で説明する。いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信
デバイス115のうちの1つのようなワイヤレスデバイスは、下で説明する機能を実行するた
めに、ワイヤレス通信デバイス115の機能要素を制御するためにコードの1つまたは複数の
セットを実行し得る。
【００６６】
　ブロック405で、ワイヤレス通信デバイス115上でウェイクロックが保持されるアプリケ
ーションのアクティビティを監視することができる。そのような監視は、たとえば、アプ
リケーションに関するウェイクロックが設けられるときに開始し得る。ブロック405での
動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/もしくは図3を参照して説明したワイヤレス通
信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジュール220/335、および/または監視
モジュール230によって実行され得る。
【００６７】
　ブロック410で、アプリケーションの監視されたアクティビティを使用して、ウェイク
ロックを解放するかどうかを決定することができる。たとえば、アプリケーションの監視
されたアクティビティがしきい値未満である場合、ワイヤレス通信デバイス115は、その
アプリケーションに関連するウェイクロックを解放すべきであると決定することができる
。ブロック410での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または図3を参照して説明
したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジュール220/335、お
よび/またはウェイクロック決定モジュール235によって実行され得る。
【００６８】
　したがって、方法400はワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理することを
実現し得る。方法400は、単に1つの実装形態であること、および、方法400の動作は、他
の実装形態が可能であるように再配置、またはさもなければ修正され得ることに留意され
たい。
【００６９】
　図5は、本開示の様々な態様による、ウェイクロックを管理するための方法500の一例を
示すフローチャートである。明快のために、図1、図2A、図2B、図2C、図2D、および/また
は図3を参照して説明したワイヤレス通信デバイス115のうちの1つもしくは複数の態様を
参照して、方法500について以下で説明する。いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信
デバイス115のうちの1つのようなワイヤレスデバイスは、下で説明する機能を実行するた
めに、ワイヤレス通信デバイス115の機能要素を制御するためにコードの1つまたは複数の
セットを実行し得る。
【００７０】
　ブロック505で、ウェイクロックが保持されるアプリケーションのアクティビティを監
視することができる。上記のように、ブロック505での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D
、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイ
クロック管理モジュール220/335、および/または監視モジュール230によって実行され得
る。
【００７１】
　ブロック510で、アプリケーションのアクティビティに関する少なくとも1つの基準を識
別することができる。上で論じたように、基準は、プロセッサ使用率/負荷、プロセスラ
ンタイム、サービスランタイム、プロセスの数、サービスの数、アプリケーションに関連
するサービスに関して保持されるカーネル空間ウェイクロックのインスタンス、スクリー
ン状態、ディスクアクティビティ、ネットワークアクティビティ、メモリ使用率/アクテ
ィビティ、およびセンサー使用率のうちの1つまたは複数に対応し得る。アプリケーショ
ンに関連する各プロセスおよび/またはサービスに関する1つもしくは複数の基準を識別す
ることができる。ブロック510での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または図3
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を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジュ
ール220/335、および/またはメトリックモジュール240によって実行され得る。
【００７２】
　ブロック515で、アプリケーションのアクティビティに関する少なくとも1つの基準をし
きい値と比較することができる。上で論じたように、しきい値は、アプリケーションに少
なくとも部分的に基づき得る。いくつかの実施形態では、複数の基準に対応する複数のし
きい値を識別、またはさもなければ決定することができる。そのような実施形態では、各
基準の値は対応するしきい値と比較され得る。ブロック515での動作は、図2A、図2B、図2
C、図2D、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、
ウェイクロック管理モジュール220/335、および/またはウェイクロック決定モジュール23
5によって実行され得る。
【００７３】
　ブロック520で、比較の結果を使用して、ウェイクロックを解放するかどうかを決定す
ることができる。単一の基準が単純な場合、すなわち、その単一の基準がしきい値未満で
ある場合、ワイヤレス通信デバイス115は、そのアプリケーションに関連するウェイクロ
ックを解放すべきであると決定することができる。複数の基準の場合、適宜にまたは必要
に応じて、基準のうちの1つ、基準のうちのいくつか、または基準のすべてがしきい値未
満である場合、ワイヤレス通信デバイス115はそのアプリケーションに関連するウェイク
ロックを解放すべきであると決定することができる。ブロック520での動作は、図2A、図2
B、図2C、図2D、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215
/315、ウェイクロック管理モジュール220/335、および/またはウェイクロック決定モジュ
ール235によって実行され得る。
【００７４】
　したがって、方法500はワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理することを
実現し得る。方法500は、単に1つの実装形態であること、および、方法500の動作は、他
の実装形態が可能であるように再配置、またはさもなければ修正され得ることに留意され
たい。
【００７５】
　図6は、本開示の様々な態様による、ウェイクロックを管理するための方法600の一例を
示すフローチャートである。明快のために、図1、図2A、図2B、図2C、図2D、および/また
は図3を参照して説明したワイヤレス通信デバイス115のうちの1つもしくは複数の態様を
参照して、方法600について以下で説明する。いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信
デバイス115のうちの1つのようなワイヤレスデバイスは、下で説明する機能を実行するた
めに、ワイヤレス通信デバイス115の機能要素を制御するためにコードの1つまたは複数の
セットを実行し得る。
【００７６】
　ブロック605で、ウェイクロックが保持されるアプリケーションのアクティビティを監
視することができる。上記のように、ブロック605での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D
、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイ
クロック管理モジュール220/335、および/または監視モジュール230によって実行され得
る。
【００７７】
　ブロック610で、アプリケーションのアクティビティに関する複数の基準を識別するこ
とができる。上で論じたように、基準は、プロセッサ使用率/負荷、プロセスランタイム
、サービスランタイム、プロセスの数、サービスの数、アプリケーションに関連するサー
ビスに関して保持されるカーネル空間ウェイクロックのインスタンス、スクリーン状態、
ディスクアクティビティ、ネットワークアクティビティ、メモリ使用率/アクティビティ
、およびセンサー使用率のうちの1つまたは複数に対応し得る。アプリケーションに関連
する各プロセスおよび/またはサービスに関する1つもしくは複数の基準を識別することが
できる。ブロック610での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または図3を参照し
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て説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジュール220/3
35、および/またはメトリックモジュール240によって実行され得る。
【００７８】
　ブロック615で、アクティビティスコアを生成、またはさもなければ取得するために、
アプリケーションのアクティビティに関する基準を統合することができる。上で論じたよ
うに、この統合は複数の基準の重み付けされた線形結合であり得る。ブロック615での動
作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管
理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジュール220/335、ウェイクロック決定モジ
ュール235、および/またはメトリックモジュール240によって実行され得る。
【００７９】
　ブロック620で、アプリケーションのアクティビティスコアをしきい値と比較すること
ができる。上で論じたように、しきい値は、アプリケーションに少なくとも部分的に基づ
き得る。ブロック620での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または図3を参照し
て説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジュール220/3
35、ウェイクロック決定モジュール235、および/またはメトリックモジュール240によっ
て実行され得る。
【００８０】
　ブロック625で、比較の結果を使用して、ウェイクロックを解放するかどうかを決定す
ることができる。アプリケーションスコアがしきい値未満である場合、ワイヤレス通信デ
バイス115は、そのアプリケーションに関連するウェイクロックを解放すべきであると決
定することができる。ブロック625での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または
図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジ
ュール220/335、および/またはウェイクロック決定モジュール235によって実行され得る
。
【００８１】
　したがって、方法600はワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理することを
実現し得る。方法600は、単に1つの実装形態であること、および、方法600の動作は、他
の実装形態が可能であるように再配置、またはさもなければ修正され得ることに留意され
たい。
【００８２】
　図7は、本開示の様々な態様による、ウェイクロックを管理するための方法700の一例を
示すフローチャートである。明快のために、図1、図2A、図2B、図2C、図2D、および/また
は図3を参照して説明したワイヤレス通信デバイス115のうちの1つもしくは複数の態様を
参照して、方法700について以下で説明する。いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信
デバイス115のうちの1つのようなワイヤレスデバイスは、下で説明する機能を実行するた
めに、ワイヤレス通信デバイス115の機能要素を制御するためにコードの1つまたは複数の
セットを実行し得る。
【００８３】
　ブロック705で、ウェイクロックが保持されるアプリケーションを識別、またはさもな
ければ、決定することができる。これは、適宜にまたは必要に応じて、ウェイクロックが
設けられるとき、またはアプリケーションがウェイクロックを要求するときに実行され得
る。ブロック705での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または図3を参照して説
明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジュール220/335、
および/または間隔/しきい値決定モジュール245によって実行され得る。
【００８４】
　ブロック710で、監視間隔を識別、またはさもなければ決定することができる。上で論
じたように、監視間隔は、アプリケーションに少なくとも部分的に基づき得る。これも、
適宜にまたは必要に応じて、ウェイクロックが設けられるとき、またはアプリケーション
がウェイクロックを要求するときに実行され得る。ブロック710での動作は、図2A、図2B
、図2C、図2D、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/
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315、ウェイクロック管理モジュール220/335、および/または間隔/しきい値決定モジュー
ル245によって実行され得る。代替で、ブロック710での動作は、たとえば、監視間隔があ
らかじめ決定されているかまたはあらかじめ設定されている場合、省略されてよい。
【００８５】
　ブロック715で、しきい値を識別、またはさもなければ決定することができる。上で論
じたように、しきい値はまた、アプリケーションに少なくとも部分的に基づき得る。これ
も、適宜にまたは必要に応じて、ウェイクロックが設けられるとき、またはアプリケーシ
ョンがウェイクロックを要求するときに実行され得る。ブロック715での動作は、図2A、
図2B、図2C、図2D、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール
215/315、ウェイクロック管理モジュール220/335、および/または間隔/しきい値決定モジ
ュール245によって実行され得る。代替で、ブロック715での動作は、たとえば、しきい値
があらかじめ決定されているかまたはあらかじめ設定されている場合、省略されてよい。
【００８６】
　ブロック720で、アプリケーションのアクティビティ(または、対応する表現)がしきい
値を下回る監視間隔数は、ウェイクロックを解放すべきであること、識別、またはさもな
ければ決定され得ることを示すことができる。上で論じたように、監視間隔数は、アプリ
ケーションに少なくとも部分的に基づき得る。これも、適宜にまたは必要に応じて、ウェ
イクロックが設けられるとき、またはアプリケーションがウェイクロックを要求するとき
に実行され得る。ブロック720での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/もしくは図
3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジュ
ール220/335、および/または間隔/しきい値決定モジュール245によって実行され得る。代
替で、ブロック720での動作は、たとえば、監視間隔数があらかじめ決定されているかま
たはあらかじめ設定されている場合、省略されてよい。
【００８７】
　ブロック725で、アプリケーションのアクティビティに関する複数の基準を識別するこ
とができる。上で論じたように、基準は、プロセッサ使用率/負荷、プロセスランタイム
、サービスランタイム、プロセスの数、サービスの数、アプリケーションに関連するサー
ビスに関して保持されるカーネル空間ウェイクロックのインスタンス、スクリーン状態、
ディスクアクティビティ、ネットワークアクティビティ、メモリ使用率/アクティビティ
、およびセンサー使用率のうちの1つまたは複数に対応し得る。アプリケーションに関連
する各プロセスおよび/またはサービスに関する1つもしくは複数の基準を識別することが
できる。これも、適宜にまたは必要に応じて、ウェイクロックが設けられるとき、または
アプリケーションがウェイクロックを要求するときに実行され得る。ブロック725での動
作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管
理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジュール220/335、および/またはメトリッ
クモジュール240によって実行され得る。代替で、ブロック725での動作は、たとえば、ウ
ェイクロックを管理するために使用されることになる基準があらかじめ決定されているか
またはあらかじめ設定されている場合、省略されてよい。
【００８８】
　ブロック730で、ウェイクロックが保持されるアプリケーションのアクティビティを監
視することができる。ブロック730での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または
図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジ
ュール220/335、および/または監視モジュール230によって実行され得る。
【００８９】
　ブロック735で、監視された基準を使用して、アクティビティスコアを生成、決定、ま
たはさもなければ取得することができる。いくつかの実施形態では、アクティビティスコ
アは、監視された基準を統合することによって取得され得る。上で論じたように、この統
合は監視された基準の重み付けされた線形結合であり得る。ブロック735での動作は、図2
A、図2B、図2C、図2D、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュ
ール215/315、ウェイクロック管理モジュール220/335、ウェイクロック決定モジュール23



(21) JP 6416273 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

5、および/またはメトリックモジュール240によって実行され得る。
【００９０】
　ブロック740で、アプリケーションのアクティビティスコアを決定されたしきい値と比
較することができる。ブロック740での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/または
図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モジ
ュール220/335、ウェイクロック決定モジュール235、および/またはメトリックモジュー
ル240によって実行され得る。
【００９１】
　ブロック745で、アクティビティスコアが決定されたしきい値未満であるかどうかを決
定することができる。そうでない場合、本方法はブロック750に続くことができ、ここで
カウンターをリセットすることができる。その後、本方法はブロック730に戻り、アプリ
ケーションのアクティビティを監視し続けることができる。ブロック750での動作は、図2
A、図2B、図2C、図2D、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュ
ール215/315、ウェイクロック管理モジュール220/335、ウェイクロック決定モジュール23
5、カウンターモジュール225、カウンターコントローラ250、および/またはカウンター25
5/340によって実行され得る。
【００９２】
　アクティビティスコアが決定されたしきい値未満である場合、本方法はブロック755に
飛び、ここでカウンターを増分することができる。ブロック755での動作は、図2A、図2B
、図2C、図2D、および/または図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/
315、ウェイクロック管理モジュール220/335、ウェイクロック決定モジュール235、カウ
ンターモジュール225、カウンターコントローラ250、および/またはカウンター255/340に
よって実行され得る。
【００９３】
　ブロック760で、(ブロック755で増分された)カウンターの現在の値が識別された監視間
隔数(ブロック720)に等しいかどうかを決定することができる。示されていないが、この
決定を可能にするための比較動作が生じ得る。カウンター値が識別された監視間隔数に等
しくない場合、本方法はブロック730に戻り、アプリケーションのアクティビティを監視
し続けることができる。ブロック760での動作は、図2A、図2B、図2C、図2D、および/また
は図3を参照して説明したワイヤレス通信管理モジュール215/315、ウェイクロック管理モ
ジュール220/335、ウェイクロック決定モジュール235、カウンターモジュール225、カウ
ンターコントローラ250、および/またはカウンター255/340によって実行され得る。
【００９４】
　カウンター値が識別された監視間隔数に等しい場合、本方法はブロック765に続くこと
ができ、ここでウェイクロックを解放することができる。したがって、ウェイクロックを
解放するかどうかの決定は、カウンター値が識別された監視間隔数に等しいかどうかに少
なくとも部分的に基づき得る。この例では、アプリケーションに関するアクティビティス
コアがしきい値未満でない場合(たとえば、監視間隔の間、アプリケーションが十分にア
クティブである場合)だけカウンターはリセットされ、はカウンター値が識別された監視
間隔数に等しくなるまで(さもなければ、本方法が終了しない限り)アプリケーションのア
クティビティの監視は続くため、アクティビティスコアは、ウェイクロックが解放される
ために識別された連続監視間隔数に関して識別されたしきい値未満になる。
【００９５】
　したがって、方法700はワイヤレス通信デバイス内でウェイクロックを管理することを
実現し得る。方法700は、単に1つの実装形態であること、および、方法700の動作は、他
の実装形態が可能であるように再配置または他の方法で修正され得ることに留意されたい
。図7に示されていないが、方法700のブロック765に達する以外の何らかの理由でウェイ
クロックが解放される場合、所与のアプリケーションに関する方法を中止するために適切
な機構を実装することができる。
【００９６】
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　添付の図面に関連して上述した詳細な説明は、例示的な実施形態を説明し、特許請求の
範囲内で実装され得る、または特許請求の範囲内にある実施形態のみを表してはいない。
本明細書全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「一例、実例、または例示
として役立つ」ことを意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」を意味
するものではない。詳細な説明は、説明した技術の理解を提供する目的のための具体的な
詳細を含む。これらの技術は、しかしながら、これらの具体的な詳細なしに実施され得る
。いくつかの例では、周知の構造およびデバイスは、説明した実施形態の概念を不明瞭に
することを避けるために、ブロック図形式で示されている。
【００９７】
　様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを使用して、情報および信号が表され得
る。たとえば、上の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、
光学場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【００９８】
　本明細書で説明する技法は、CDMA、TDMA、FDMA、OFDMA、SC-FDMA、および他のシステム
などの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語は、しばしば互換的に使用される。CDMAシステムは、CDMA2000、ユニバー
サル地上無線アクセス(UTRA:Universal Terrestrial Radio Access)、などの無線技術を
実装し得る。CDMA2000は、IS-2000規格、IS-95規格、およびIS-856規格をカバーする。IS
-2000リリース0およびAは、通常、CDMA2000 1X、1Xなどと呼ばれる。IS-856(TIA-856)は
、通常、CDMA2000 1xEV-DO、高速パケットデータ(HRPD)などと呼ばれる。UTRAは、広帯域
CDMA(WCDMA(登録商標))と、CDMAの他の変形態とを含む。TDMAシステムは、モバイル通信
用グローバルシステム(GSM(登録商標):Global System for Mobile Communications)など
の無線技術を実装し得る。OFDMAシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド(UMB:Ultr
a Mobile Broadband)、発展型UTRA(E-UTRA:Evolved UTRA)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802
.16(WiMAX)、IEEE802.20、Flash-OFDMなどの無線技術を実装し得る。UTRAおよびE-UTRAは
、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム(UMTS:Universal Mobile Telec
ommunication System)の一部である。3GPPロングタームエボリューション(LTE:Long Term
 Evolution)およびLTEアドバンスト(LTE-A:LTE-Advanced)は、E-UTRAを使用するUMTSの新
しいリリースである。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、およびGSM(登録商標)は、「第3
世代パートナーシッププロジェクト(3GPP:3rd Generation Partnership Project)」とい
う名称の組織からの文書に記載されている。CDMA2000およびUMBは、「第3世代パートナー
シッププロジェクト2(3GPP2)」という名称の組織からの文書に記載されている。本明細書
で説明した技法は、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技
術に使用され得る。ただし、上記の説明では、例としてLTEシステムについて説明し、上
記の説明の大部分においてLTE用語が使用されるが、本技法はLTE適用例以外に適用可能で
ある。
【００９９】
　本明細書における開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
本明細書で説明した機能を実行するように設計された、汎用プロセッサ、デジタル信号プ
ロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(
FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートもしくはトラン
ジスタロジック、ディスクリートハードウェア構成要素、またはそれらの組合せを用いて
実装あるいは実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替
では、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せと
して、たとえば、DPSとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSP
コアと組み合わせた1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよう
な構成として実装され得る。
【０１００】
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　本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアにおいて実装された場合、機能は、1つもしくは複数の命
令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上で記憶あるいは送信され得る。他の例およ
び実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲の範囲および要旨内にある。たとえば
、ソフトウェアの性質のため、上で説明した機能は、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハード配線、またはそれらのいずれかの組合
せを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた、機能の一部が異なる物理的ロケ
ーションで実装されるように分散された状態を含む、様々な位置に物理的に位置していて
もよい。また、特許請求の範囲を含めて本明細書で使用する場合、「のうちの少なくとも
1つ」によって先行される項目の列挙で用いられる「または」は、たとえば、「A、B、ま
たはCのうちの少なくとも1つ」という列挙が、AまたはBまたはCまたはABまたはACまたはB
CまたはABC(すなわち、AおよびBおよびC)を意味するように、選言的な列挙を示す。
【０１０１】
　コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、コンピュータプログラムの1つの
場所から別の場所への転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体との両方を含む。記憶
媒体は、汎用または専用のコンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、CD-R
OMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレ
ージデバイス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬
送あるいは記憶するために使用され得、汎用もしくは専用のコンピュータまたは汎用もし
くは専用のプロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる
。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線(DSL)、
または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用してウェブサイト、
サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケ
ーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術は、媒体の定義に含まれる。ディスク(disk)およびディスク(disc)は、本明細書で使
用する場合、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザーディスク(登録商標)(disc)、光デ
ィスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk)、およ
びブルーレイディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、磁気的にデータを再生する
一方、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。上記の組合せも
、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１０２】
　本開示の上記の説明は、当業者が本開示を製作または使用することを可能にするために
提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者には容易に明らかになり、本明細書で
定義された一般的な原理は、本開示の要旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態
に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例ま
たは実例を示し、言及する例についてのいかなる選好をも暗示または必要としない。した
がって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されず、本明細書で開示した
原理および新規な特徴と一定する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０１０３】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　105　アクセスポイント、基地局、eNB
　　115　ワイヤレス通信デイバスまたはユーザ機器(UE)
　　115-a　ワイヤレス通信デバイス
　　115-b　ワイヤレス通信デバイス
　　115-c　ワイヤレス通信デバイス
　　115-d　ワイヤレス通信デバイス
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　　125　通信リンク
　　130　コアネットワーク
　　132　バックホール
　　134　バックホールリンク
　　200-a　ブロック図
　　200-b　ブロック図
　　200-c　ブロック図
　　200-d　ブロック図
　　205　受信機モジュール
　　210　送信機モジュール
　　215　ワイヤレス通信管理モジュール
　　215-a　ワイヤレス通信管理モジュール
　　215-b　ワイヤレス通信管理モジュール
　　215-c　ワイヤレス通信管理モジュール
　　220　ウェイクロック管理モジュール
　　220-a　ウェイクロック管理モジュール
　　225　カウンターモジュール
　　225-a　カウンターモジュール
　　230　監視モジュール
　　235　ウェイクロック決定モジュール
　　240　メトリックモジュール
　　245　間隔/しきい値決定モジュール
　　250　カウンターコントローラ
　　255　カウンター
　　300　ブロック図
　　305　アンテナ
　　310　トランシーバモジュール
　　315　ワイヤレス通信管理モジュール
　　320　プロセッサモジュール
　　325　メモリモジュール
　　330　コンピュータ実行可能ソフトウェア(SW)コード、ソフトウェアコード
　　335　ウェイクロック管理モジュール
　　340　カウンター
　　345　タイマー
　　350　バス
　　400　方法
　　500　方法
　　600　方法
　　700　方法
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